
グループ名 ユニット名等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 
 

必修 
 

2 単位 卒業研究Ⅱ 高山 有紀 2 年次 秋 

 
授業のキーワード 教育史、学校文化、教育問題 
授業の概要・目的 
及び修得させる知

識・技能 

日本の教育の歴史を概観し、その上に立つ現代の教育と、教育をとりまく状況につい

て、いくつかの項目によりながら理解します。また、レポートのテーマを決定します。

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

日本の文化・社会を、「教育」という視点から捉える試みによって、日本についてより

深く理解することができるでしょう。 
 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

オリエンテー

ション 
授業の進め方について説明しま

す。 
第

９

講

個別指導 ゼミ論文執筆の個別指導。必要

に応じて履修者同士の情報交換

を行います。 
第 
２ 
講 

報告 ゼミ論文に関する報告を各自で

行います。質疑応答。 
第

10
講

個別指導 ゼミ論文執筆の個別指導。必要

に応じて履修者同士の情報交換

を行います。 
第 
３ 
講 

報告 ゼミ論文に関する報告を各自で

行います。質疑応答。 
第

11
講

個別指導 ゼミ論文執筆の個別指導。必要

に応じて履修者同士の情報交換

を行います。 
第 
４ 
講 

報告 ゼミ論文に関する報告を各自で

行います。質疑応答。 
第

12
講

個別指導 ゼミ論文執筆の個別指導。必要

に応じて履修者同士の情報交換

を行います。 
第 
５ 
講 

ゼミレポート

の書き方 
本格的な執筆活動に向けて、担

当者が模擬報告を行います。卒

業生のゼミ論文を読みます。 

第

13
講

ゼミ論報告 各自のゼミ論文について報告し

合い、意見交換をします。 

第 
６ 
講 

個別指導 ゼミ論文執筆の個別指導。必要

に応じて履修者同士の情報交換

を行います。 

第

14
講

まとめ 本講での学習内容を総括しま

す。 

第 
７ 
講 

個別指導 ゼミ論文執筆の個別指導。必要

に応じて履修者同士の情報交換

を行います。 

第

15
講

試験  

第 
８ 
講 

中間のまとめ 前講までの学習内容を総括しま

す。 
評 価 方 法 

授業への取り組み（３０パーセ

ント）、課題に対する評価（７０

パーセント）により総合的に評

価する。 
備 考 

（関連する資格・試験等） 

 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
 門脇厚司『社会力を育てる―新しい「学び」の構想―』（岩波新書）

橋本健二『「格差」の戦後史―階級社会 日本の履歴書―』（河出

ブックス） 
小山静子『子どもたちと近代ー学校教育と家庭教育ー』（吉川弘文

館） 


